
（1） （10・25日発行毎月 2回発行　昭和 53年 6月 25日　第三種郵便物認可） 「あいちの仲間」は県本部HPでも閲覧可能です2021 年 1 月 25 日　第 1238 号

2021.1.25
No.1238

発行責任者　林　達也　定価１０円
組合員の購読料は組合費の中に含まれています

▼
大
阪
府
職
労
の
「
保
健
所

職
員
増
や
し
て
」
署
名
が
ネ

ッ
ト
で
６
万
筆
集
ま
り
、
府

知
事
と
厚
労
大
臣
に
提
出
し

た
と
マ
ス
コ
ミ
で
大
き
く
報

道
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
国
民

の
声
に
押
さ
れ
、
政
府
は
、

保
健
所
で
感
染
症
対
策
に
あ

た
る
保
健
師
を
２
年
間
で

九
百
人
増
や
す
と
い
う
。
▼

保
健
所
は
全
国
で
本
所
支
所

合
わ
せ
る
と
５
９
０
箇
所
あ

る
。
九
百
人
増
や
し
た
と
こ

ろ
で
１
所
あ
た
り
１
人
か
２

人
の
計
算
で
あ
り
、
し
か
も

２
年
で
と
い
う
と
、
今
、
懸

命
に
奮
闘
し
て
い
る
現
場
を

救
う
話
に
は
程
遠
い
。
が
、

正
規
職
員
の
増
員
が
必
要
と

認
め
さ
せ
た
意
味
は
大
き

い
。
▼
政
府
予
算
案
は
、
社

会
保
障
費
の
自
然
増
分
を

千
四
百
億
円
削
り
、
保
健
所

体
制
強
化
（
厚
労
省
分
）
に

は
わ
ず
か
五
億
円
。
し
か
し

デ
ジ
タ
ル
関
連
予
算
に
は

補
正
分
を
あ
わ
せ
る
と
一
・

七
兆
円
投
入
す
る
と
い
う
。

こ
の
国
の
政
府
の
目
は
ど
こ

に
向
い
て
い
る
の
か
と
思
う

が
、
国
家
公
務
員
は
42
年
ぶ

り
の
定
員
増
と
な
る
。
▼
大

阪
府
職
労
は
「
保
健
師
の

声
」「
知
っ
て
く
だ
さ
い
保

健
所
の
仕
事
」
を
シ
リ
ー
ズ

で
、
ツ
イ
ッ
タ
ー
を
使
っ
て

毎
日
の
よ
う
に
発
信
し
続
け

て
い
る
。
住
民
の
理
解
も
広

が
り
反
響
も
呼
ん
で
い
る
と

い
う
。
現
場
の
声
を
、
思
い

を
み
ん
な
が
発
信
す
る
こ
と

で
、政
治
の
流
れ
は
変
わ
る
。

〇刈谷駅前 7:30∼ など

　
日
本
ガ
イ
シ
フ
ォ
ー
ラ
ム

レ
セ
プ
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
で
開

催
し
た
春
闘
討
論
集
会
に
は

70
人
が
参
加
。
２
０
２
１
国

民
春
闘
で
、
職
場
と
地
域
か

ら
取
り
組
み
を
大
き
く
広
げ

る
な
ど
の
方
針
が
提
起
さ
れ

ま
し
た
。

　
賃
上
げ
は
、
春
闘
が
起
点

で
す
。
職
場
の
声
を
集
め
、

学
習
・
討
議
し
て
要
求
書
を

提
出
し
、
職
場
と
地
域
で
運

動
を
す
す
め
ま
す
。
仲
間
を

増
や
し
、
そ
の
力
を
背
景
に

運
動
と
交
渉
で
要
求
の
実
現

を
め
ざ
し
ま
し
ょ
う
。

討
論
・
発
言
か
ら

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
拡
大
が
続
く

中
、慢
性
的
な
人
員
不
足
、

医
療
機
関
・
保
健
所
の
不

足
な
ど
、
今
の
体
制
で
は

零
細
企
業
・
商
店
の
倒
産
な

ど
深
刻
な
局
面
を
む
か
え
て

い
る
一
方
で
、
大
企
業
は
コ

ロ
ナ
禍
で
も
内
部
留
保
を
増

や
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
長
引
く
コ
ロ

ナ
禍
の
も
と
で
、
雇
用
悪

化
、
賃
金
引
き
下
げ
の
動

き
が
強
ま
り
、
非
正
規
労

働
者
の
大
量
解
雇
、
中
小

住
民
の
い
の
ち
と

暮
ら
し
を
守
り
き

れ
な
い
こ
と
が
明

ら
か
に
な
り
ま
し

た
。

21
春
闘
は
、
非
常
時
で

も
住
民
の
い
の
ち
と
暮
ら
し

を
守
り
き
る
た
め
に
公
務
公

共
サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
へ
と
舵

を
切
り
、
住
民
の
た
め
に
い

い
仕
事
が
で
き
る
職
場
環

境
・
人
員
体
制
を
求
め
て

い
き
ま
す
。

ま
た
、「
利
潤
追
求
、

金
も
う
け
」
が
第
一
の
社

大
幅
引
き
上
げ
、
す
べ
て

の
労
働
者
の
賃
上
げ
で
、

地
域
経
済
の
回
復
を
め
ざ

し
、
仲
間
と
力
を
合
わ
せ

て
奮
闘
し
ま
し
ょ
う
。

会
で
は
な
く
、
い

の
ち
と
暮
ら
し
、

個
人
の
尊
厳
が
第

一
の
社
会
へ
の
転

換
、
最
低
賃
金
の

春
闘
討
論
集
会

　愛知県本部は1月16日、2021国民春闘討論集会
を開催しました。討論では、8単組、県本部現評、保
育所部会、書記部会、名古屋ブロックなどから、16
人が発言。仲間を増やしながら2021国民春闘をたた
かう決意を固め合いました。

守
り
き
ろ
う

守
り
き
ろ
う

名古屋市職労

塩川智代さん

　
コ
ロ
ナ
対
応
で
通
常
業
務

が
回
ら
ず
、
市
民
生
活
へ
の

弊
害
を
危
惧
し
て
い
る
。
非

常
時
で
も
余
裕
の
あ
る
人
員

体
制
が
必
要
。
足
り
な
い
分

を
委
託
や
派
遣
で
の
対
応　

に
し
な
い
よ
う
に
し
た
い
。

私
た
ち
の
仕
事
の
あ
り
様
は

政
治
と
密
接
な
関
係
に
。
今

度
の
市
長
選
で
は
住
民
本
意

の
市
政
に
転
換
し
て
い
き
た

い
。

豊川市病労組

加藤敬之さん

　
病
院
職
員
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査

費
用
負
担
を
ゼ
ロ
に
さ
せ
、

看
護
師
の
子
ど
も
が
通
う
小

学
校
か
ら
の
「
登
校
さ
せ
る

な
」
と
い
う
電
話
に
対
し
、

組
合
と
し
て
抗
議
し
撤
回
と

謝
罪
を
さ
せ
た
。
い
ま
職
場

の
話
題
は
、ワ
ク
チ
ン
接
種
。

業
務
命
令
に
な
る
の
か
、
副

反
応
へ
の
補
償
は
、
な
ど
当

局
側
に
し
っ
か
り
説
明
さ
せ

て
い
き
た
い
。

碧南市職

畠山和也さん

　
新
入
組
合
員
の
学
習
会
を

１
月
中
に
実
施
予
定
。
若
手

執
行
委
員
が
テ
キ
ス
ト
「
こ

こ
か
ら
は
じ
め
る
組
合
活

動
」
を
参
考
に
、
説
明
シ
ナ

リ
オ
を
作
っ
て
い
る
。ま
た
、

自
治
労
連
共
済
を
広
げ
る
た

め
、
担
当
を
３
人
配
置
、
実

務
研
修
会
を
実
施
し
た
。
組

合
員
の
暮
ら
し
を
守
り
、
組

織
を
強
く
す
る
取
り
組
み
を

今
後
も
進
め
て
い
く
。

内部留保を今すぐ社会へ還元せよ！

２２//11 11 

住民のいのちと暮らしを住民のいのちと暮らしを

道
草
道
草

Ｙ
・
Ｔ
Ｙ
・
Ｔ

〇名古屋駅前 10:30∼

トヨタ総行動トヨタ総行動

闘
争
宣
言
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 みんなの安心
　　　自治労連共済　　　自治労連共済

コロナにコロナに
　　　負けるな！　　　負けるな！

クロスワードクロスワード

クイズクイズ

【ヨコのカギ】①答案用紙を――のまま提
出した　③麦――帽子　⑤日暮れどき　⑦
髪をすく道具　⑨うまい汁を――　⑩――
せぬ出来事　⑫おなじ。以下――文　⑭陶
器と磁器　⑯桃――三年　⑰しりあい

【
タ
テ
の
カ
ギ
】
①
五
七
五
の
詩
歌
、

川
柳
を
含
め
ず　

②
ダ
ー
ウ
ィ
ン

「
―
―
の
起
源
」　
③
わ
か
も
の　
④

―
―
あ
れ
ば
苦
あ
り　
⑥
―
―
と
杵

で
餅
つ
き　
⑧
勝
つ
こ
と　
⑪
新
聞

の
―
―
を
読
む　
⑬
右
の
は
し　
⑭

早
起
き
は
三
文
の
―
―　
⑮
―
―
と

出
る
か
凶
と
出
る
か

カギを解き、二重枠に
入る文字を並べてでき
る言葉はなんでしょう

　
左
の
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
を

解
き
、
解
答
及
び
名
前
・

組
合
・
職
場
名
を
ハ
ガ
キ

に
書
い
て
送
っ
て
く
だ
さ

い
。
抽
選
で
５
人
の
方
に

図
書
カ
ー
ド（
５
０
０
円
）

を
贈
呈
し
ま
す
。

　

〒
４
６
２
―
０
８
４
５　

名
古
屋
市
北
区
柳
原
３
丁

目
７
―
８　

自
治
労
連
愛

知
県
本
部
教
宣
部

　

締
め
切
り
は
2
月
28
日

で
す
。

　

メ
ー
ル
や
ハ
ガ
キ
に
近

況
や
職
場
の
話
題
、「
あ

い
ち
の
仲
間
」
の
感
想
や

載
せ
て
ほ
し
い
話
な
ど
、

書
き
添
え
て
く
だ
さ
い
。

こちらのメール
アドレスからで
も応募できます。
（教宣担当者行き）

仲
間
の
声

仲
間
の
声

みんなが共感
い
の
ち
署
名

い
の
ち
署
名
で
、

医
療
・
保
健
所
の
体
制
強
化

体
制
強
化
を

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
拡
大
は
、
国
民
生
活

に
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
し
、

「
医
療
崩
壊
」
が
危
惧
さ
れ

る
事
態
に
な
っ
て
い
ま
す
。　

　
県
本
部
で
は
、
看
護
師
ふ

や
せ
！
保
健
師
ふ
や
せ
！

「
安
全
・
安
心
の
医
療
・
介

護
の
実
現
と
国
民
の
い
の
ち

と
健
康
を
守
る
た
め
の
国
会

ま
し
た
。

　
厳
し
い
寒
さ
の
中
、
３
単

組・県
本
部
10
人
が
参
加
し
、

人
通
り
が
少
な
い
中
で
し
た

お
母
さ
ん
、
保
健
所
で
非
正

規
で
働
く
方
な
ど
様
々
で
、

た
く
さ
ん
の
共
感
と
励
ま
し

の
声
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
現
場
で
は
、
コ
ロ
ナ
患
者

が
退
院
さ
れ
る
と
、
す
ぐ
に

次
の
患
者
が
入
院
さ
れ
ま

す
。
第
２
波
に
比
べ
る
と
、

重
症
化
も
す
す
み
、
患
者
数

ま
し
た
。

　
署
名
を
し
て
く
れ
た
の

は
、
親
族
に
医
療
関
係
者
が

い
る
方
、
お
子
さ
ん
連
れ
の

が
、
１
時
間

で
24
筆
も
署

名
が
集
ま
り

ま
し
た
。
ハ

ガ
キ
署
名
も

73
枚
配
布
し

請
願
署
名
」
の
取
り
組
み
を

ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

　
１
月
８
日
、
闘
争
委
員
会

前
の
時
間
を
利
用
し
、
近
く

の
黒
川
交
差
点
で
「
い
の
ち

署
名
」
宣
伝
行
動
を
実
施
し

松
崎
委
員
長

豊
橋
市
職
労
で
は
、

組
合
員
み
ん
な
で
配
布 

　
豊
橋
市
職
労
で
は
、
５
名

連
記
の
A
４
版
署
名
を
職
場

で
集
め
、
さ
ら
に
、
春
の

総
学
習
で
は
、
ハ
ガ
キ
署

名
を
組
合
員
に
１
人
２
枚

配
布
し
ま
す
。
持
ち
帰
っ

て
家
族
に
書
い
て
も
ら
っ

た
り
、
近
所
に
ポ
ス
テ
ィ

ン
グ
を
す
る
予
定
で
す
。 

1 月 8 日黒川交差点で宣伝（左）、署名をも1 月 8 日黒川交差点で宣伝（左）、署名をも
らう津田副委員長（右）らう津田副委員長（右）

★
他
市
町
村
で
今
回
の
コ
ロ

ナ
禍
で
非
正
規
雇
用
の
更
新

を
認
め
ら
れ
ず
雇
い
止
め
さ

れ
た
所
が
あ
る
そ
う
で
す
。

行
政
は
コ
ロ
ナ
禍
に
な
っ
て

も
忙
し
い
の
は
変
わ
ら
な
い

と
思
い
ま
す
が
、
ど
う
し
て

で
し
ょ
う
か
。
憤
り
を
感
じ

ま
す
。（
富
田
高
予
・
豊
橋

市
職
労
）
★
の
ん
ほ
い
パ
ー

ク
の
記
事
が
大
き
く
掲
載
さ

れ
て
い
て
、
動
物
の
写
真
に

癒
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で

　
「
あ
い
ち
の
仲
間
」
第

１
２
３
５
号
の
ク
イ
ズ
の

答
え
は
「
オ
セ
チ
リ
ョ
ウ

リ
」で
し
た
。
抽
選
の
結
果
、

以
下
の
５
人
の
方
に
、
図

書
券
を
お
送
り
し
ま
す
。　
　

加
藤
香
桜
里（
名
古
屋
市
職
労
）

山
本
太
一
郎（
名
古
屋
市
職
労
）

大
山　
由
美（
豊
橋
市
職
労
）

太
田
阿
里
香（
碧
南
市
職
）

松
井　
彰
寛（
豊
橋
市
職
労
）

行
っ
た
こ
と
が
な
い
の
で

行
っ
て
み
た
い
な
と
思
い
ま

し
た
。
子
ど
も
へ
の
感
染
対

策
の
工
夫
も
面
白
い
と
思
い

ま
し
た
。（
近
藤
翔
・
瀬
戸

市
職
労
）
★
コ
ロ
ナ
落
ち
着

い
た
ら
海
外
旅
行
行
き
た
い

で
す
（
清
水
晴
美
・
春
日
井

市
職
労
）
★
新
年
号
で
の
近

藤
享
さ
ん
の
記
事
を
読
み
ま

し
た
。
同
じ
新
規
さ
ん
が
頑

張
っ
て
い
る
と
思
え
る
の

で
、
職
員
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
は

今
後
も
つ
づ
け
て
ほ
し
い
で

す
（
中
野
歩
実
・
名
古
屋
市

も
亡
く
な
ら
れ
る
方
も
増
え

て
い
ま
す
。
あ
わ
せ
て
、
看

護
師
だ
け
で
は
な
く
、
す
べ

て
の
医
療
従
事
者
に
か
か
る

負
担
も
増
え
て
い
ま
す
。

陽
性
で
も
無
症
状
の
方

☆近所のお友だちにも書いて☆近所のお友だちにも書いて
もらうね。☆頑張ってくださもらうね。☆頑張ってくださ
い！☆姉が看護師、本当に心い！☆姉が看護師、本当に心

配。姉は親の葬式にも参列できな配。姉は親の葬式にも参列できな
かった。☆知り合いに配るからハガかった。☆知り合いに配るからハガ
キ５枚貰うね！★この日配布した署キ５枚貰うね！★この日配布した署
名が本部 ( 東京 ) に届いています！名が本部 ( 東京 ) に届いています！

こんな時だからこそ、つながろう！こんな時だからこそ、つながろう！
　
県
本
部
保
育
所
部
会
「
わ

く
わ
く
あ
そ
び
T
i
m
e
」

実
行
委
員
会
は
、１
月
17
日
、

Z
o
o
m
に
よ
る
オ
ン
ラ

イ
ン
保
育
講
座
を
開
催
。

　
今
回
初
め
て
Q
R
コ
ー

ド
と
L
I
N
E
公
式
ア
カ

ウ
ン
ト
を
用
い
て
集
約
を
お

こ
な
い
ま
し
た
。
組
合
の
会

議
や
、
園
を
ま
た
い
で
集
ま

る
こ
と
が
な
か
な
か
難
し
い

状
況
の
中
で
、
一
人
で
も
多

く
の
人
が
気
軽
に
参
加
で
き

れ
ば
と
実
行
委
員
会
が
工
夫

し
た
試
み
で
す
。

　
こ
の
日
の
講
座
は
、
講
師

に
髙
橋
光
幸
さ
ん
（
自
治
労

連
保
育
部
会
長
／
墨
田
区
公

立
保
育
士
）
を
招
き
、「
笑

い
合
い
保
育
の
誕
生
」
と
題

し
て
、
現
在
担
任
し
て
い

る
３
歳
児
で
取
り
組
ん
だ

『
へ
ん
し
ん
ト
ン
ネ
ル
』

を
題
材
に
し
た
劇
あ
そ
び

の
実
践
を
中
心
に
講
演
。

第
２
部
は
、
グ
ル
ー
プ
に

分
か
れ
、
実
行
委
員
か
ら

オ
ス
ス
メ
絵
本
と
、
そ
の

絵
本
か
ら
子
ど
も
た
ち
と

つ
く
っ
て
い
っ
た
実
践
を

紹
介
し
、
参
加
者
と
交
流

し
ま
し
た
。

88 名が参加
県外からも県外からも

オンライン保育講座

が
た
く
さ
ん
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
す
。
感
染
し
な
い
こ
と
は

も
ち
ろ
ん
、
自
分
以
外
の
人

に
感
染
さ
せ
な
い
こ
と
も
大

事
で
す
。

　
県
本
部
医
療
部
会
で
は
、

昨
年
秋
か
ら
「
い
の
ち
署

名
」
の
取
り
組
み
を
は
じ
め

て
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
、
一

緒
に
取
り
組
み
を
広
げ
ま
し

ょ
う
。

体
制
拡
充
は
急
務

県
本
部
医
療
部
会
長

小
野
江
　
真
美

い
の
ち
署
名
を
広
げ
ま
し
ょ
う

職
労
）


